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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イソチアゾリン－３－オン；２，２－ジブロモ－３－ニトリロプロピオンアミド；２－
ブロモ－２－ニトロプロパンジオール；ジチオ－２，２’－ビス（ベンズメチルアミド）
；ヘキセチジン；クロルフェネシン；およびＣ１－Ｃ４アルキル－４－ヒドロキシベンゾ
アート；からなる群から選択される少なくとも１種の抗微生物化合物を含む液体組成物中
の抗微生物化合物を低減させる方法であって、
　前記液体組成物がパーソナルケア製品であり、チオール、チオ尿素、またはチオアミド
官能基を含む架橋樹脂と前記液体組成物とを接触させることを含む、液体組成物中の抗微
生物化合物を低減させる方法。
【請求項２】
　パーソナルケア製品が分配される際にパーソナルケア製品が前記樹脂を通るように、樹
脂が製品容器内の空間に収容されている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　樹脂：液体組成物の重量比が０．０１：１～１：１である、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　液体組成物中の抗微生物化合物の量が１ｐｐｍ～１００ｐｐｍである、請求項１～３の
いずれかに記載の方法。
【請求項５】
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　樹脂がチオール官能基を含有する、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　樹脂：液体組成物の重量比が０．０５：１～０．５：１であり、樹脂が３．５％～１４
％の架橋剤量を有するマクロ多孔質スチレン系樹脂である、請求項１～５のいずれかに記
載の方法。
【請求項７】
　パーソナルケア製品がイソチアゾリン－３－オンを合計で５ｐｐｍ～５０ｐｐｍ含む、
請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも第２の樹脂をさらに含み、当該第２の樹脂が塩基性樹脂である、請求項１～
７のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製品中の微生物の成長を妨げるために使用されるイソチアゾリン－３－オン
および他の抗微生物化合物と使用者が接触するのを最小限にするために、分配中に製品か
らイソチアゾリン－３－オンおよび他の抗微生物化合物を除去する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製品中の微生物の成長を制御するために様々な抗微生物化合物が使用される。ある場合
には、特定の最終用途環境において微生物の制御をもたらすために塩素化イソチアゾリン
－３－オンが使用される。しかし、塩素化イソチアゾロン－３－オンは感作物質として働
く場合があり、場合によっては、製品、特に皮膚に直接接触することが意図されるパーソ
ナルケア製品中の望ましくない成分であると見なされる。これらの化合物と皮膚との接触
を最小限にするために、分配中にイソチアゾリン－３－オンおよび他の潜在的に刺激性の
抗微生物化合物の量を低減する方法が望まれる。
【０００３】
　イソチアゾリン－３－オンを分解する方法が知られている。例えば、米国特許第５，６
４１，４１１号は、イソチアゾリン－３－オンを含む産業排出物を、水可溶性有機チオー
ル化合物と接触させることによりこの排出物を無毒化する方法を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５，６４１，４１１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、その場で製品を処理して、製品に他の好ましくない化合物を導入することなく
イソチアゾリン－３－オンの量を低減する方法についての必要性が存在している。本発明
によって取り組まれる課題は、抗微生物化合物のその場での低減のためのこのような方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、イソチアゾリン－３－オン、２，２－ジブロモ－３－ニトリロプロピオンア
ミド（ＤＢＮＰＡ）、２－ブロモ－２－ニトロプロパンジオール（ＢＮＰＤ）、ジチオ－
２，２’－ビス（ベンズメチルアミド）（ＤＴＢＭＡ）、ヘキセチジン、クロルフェネシ
ンおよびＣ１－Ｃ４アルキル－４－ヒドロキシベンゾアート（アルキルパラベン）から選
択される少なくとも１種の抗微生物化合物を含む液体組成物中の抗微生物化合物の量を低
減させる方法に関する。本方法は、チオール、チオ尿素、またはチオアミド官能基を含む
架橋樹脂と、前記液体組成物とを接触させることを含む。
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　本発明はさらに液体組成物中の３－ヨードプロピニルブチルカルバマート（ＩＰＢＣ）
の量を低減させる方法に関する。この方法は、チオール、チオ尿素、チオアミドまたはア
ミノ官能基を含有する架橋樹脂と、前記液体組成物とを接触させることを含む。
　本発明はさらに液体組成物中のホルムアルデヒドまたはホルムアルデヒド放出性化合物
の量を低減させる方法に関する。この方法は、チオール、チオ尿素、チオアミドまたはア
ミノ官能基を含有する架橋樹脂と、前記液体組成物とを接触させることを含む。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　他に特定されない限りは、温度は摂氏度（℃）であり、パーセンテージに関する言及は
重量基準（重量％）であり、「ｐｐｍ」に関する言及は重量基準で１００万あたりの、活
性成分（抗微生物化合物）の部数（重量／重量）である。他に特定されない限りは、実施
例は２０℃～２５℃の温度で行われた。他に特定されないかぎりは、樹脂の重量および官
能性は乾燥基準である。本明細書において言及される粘度は、測定される粘度範囲に好適
なスピンドルを用いて約２５℃の温度で操作するブルックフィールド粘度計を用いて測定
される粘度である。「ＭＩＴ」は２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンであり、２
－メチル－３－イソチアゾロンの名称でも表される。「ＣＭＩＴ」は５－クロロ－２－メ
チル－４－イソチアゾリン－３－オンである。「ＯＩＴ」は２－ｎ－オクチル－４－イソ
チアゾリン－３－オンである。「ＤＣＯＩＴ」は４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－
４－イソチアゾリン－３－オンである。「ＢＩＴ」は１，２－ベンズイソチアゾリン－３
－オンである。液体組成物は２５℃で連続した液相を構成するものである。液相は水性、
水中油エマルション、または油ベースであることができ、好ましくは水性である。組成物
は不溶性固体も含むことができ、この不溶性固体は分散、懸濁または乳化されうる。ホル
ムアルデヒド放出性化合物は、水性溶液中に遊離のホルムアルデヒドを生じさせる化合物
である。ホルムアルデヒド放出性化合物の例には、１－（３－クロロアリル）－３，５，
７－トリアザ－アゾニアアダマンタン（ＣＴＡＣ）、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）
－５，５－ジメチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン（ＤＭＤＭＨ）、１，３－ビス（
ヒドロキシメチル）－１－（１，３，４－トリス（ヒドロキシメチル）－２，５－ジオキ
ソイミダゾリジン－４－イル）尿素（ジアゾリジニル尿素）、１，１’－メチレンビス｛
３－［１－（ヒドロキシメチル）－２，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル］尿素（
イミダゾリジニル尿素）、ナトリウムヒドロキシメチルグリシナート、４，４－ジメチル
オキサゾリジン、および７－エチルビシクロオキサゾリジンが挙げられる。特に好ましい
ホルムアルデヒド放出性化合物には、１－（３－クロロアリル）－３，５，７－トリアザ
－アゾニアアダマンタン、および１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５，５－ジメチル
－２，４－ジオキソイミダゾリジンが挙げられる。
【０００８】
　本明細書において使用される場合、次の用語は、他に文脈が明確に示さない限りは、特
定された定義を有する。用語「抗微生物化合物」とは、対象における微生物の増殖を抑制
または増殖を制御することができる化合物をいい、抗微生物化合物には、適用される投与
量、システム条件および望まれる微生物制御の水準に応じて、殺バクテリア剤、静バクテ
リア剤、殺真菌剤、静真菌剤、殺藻剤および静藻剤が挙げられる。用語「微生物」には、
例えば、真菌（例えば、酵母およびカビ）、バクテリア、および藻類が挙げられる。
【０００９】
　本明細書において使用される場合、用語「（メタ）アクリル」とはアクリルまたはメタ
クリルをいう。用語「スチレン系」とは、少なくとも１種のスチレンモノマー（スチレン
もしくは置換スチレン）および／または少なくとも１種の架橋剤を含み、スチレンモノマ
ーと架橋剤との合計重量が全モノマー重量の少なくとも５０重量％、好ましくは少なくと
も７５重量％、好ましくは少なくとも９０重量％である、モノマーまたはモノマーの混合
物が重合されたコポリマーを示す。スチレンモノマーには、例えば、スチレン、α－メチ
ルスチレンおよびエチルスチレンが挙げられる。架橋剤は、少なくとも２つの重合性炭素
－炭素二重結合を含むモノマーであり、例えば、ジビニル芳香族；ジ－、トリ－およびテ
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トラ－（メタ）アクリラートまたは（メタ）アクリルアミド；ジ－、トリ－およびテトラ
－アリルエーテルおよびエステル；グリコールおよびポリオールのポリアリルおよびポリ
ビニルエーテルである。好ましくは、架橋剤は２つの重合性炭素－炭素二重結合を有し、
例えば、ジビニル芳香族架橋剤、例えば、ジビニルベンゼンである。ある実施形態におい
ては、スチレンポリマーは、少なくとも７５％のスチレンおよびジビニル芳香族架橋剤で
あるモノマーの混合物から、より好ましくは、少なくとも９０％のスチレンおよびジビニ
ル芳香族架橋剤であるモノマーの混合物から、および最も好ましくは、スチレンおよび少
なくとも１種のジビニル芳香族架橋剤から本質的になるモノマーの混合物から製造される
。他の実施形態においては、スチレンポリマーは少なくとも１種のジビニル芳香族架橋剤
から本質的になるモノマー混合物から製造される。用語「アクリル系」は、少なくとも１
種の（メタ）アクリル酸、エステルまたはアミド、これと共に少なくとも１種の架橋剤を
含むビニルモノマーの混合物から形成され、（メタ）アクリル酸、アミドまたはエステル
と架橋剤との合計重量が全モノマー重量の少なくとも５０重量パーセント、好ましくは少
なくとも７５％、より好ましくは少なくとも９０％であり、最も好ましくは、少なくとも
１種の（メタ）アクリル酸またはエステルと少なくとも１種の架橋剤、好ましくは二官能
性架橋剤、例えば、ジビニルベンゼンとから本質的になるモノマーの混合物から形成され
るコポリマーを示す。樹脂は、典型的には、成分モノマーの重合後に官能化される。樹脂
は１種より多い官能基を含むことができる。
【００１０】
　好ましくは、液体組成物は、上記抗微生物化合物を合計で１ｐｐｍ～１００ｐｐｍ、好
ましくは少なくとも５ｐｐｍ、好ましくは少なくとも１０ｐｐｍ、好ましくは少なくとも
１５ｐｐｍ、好ましくは７５ｐｐｍ以下、好ましくは６０ｐｐｍ以下、好ましくは５０ｐ
ｐｍ以下、好ましくは４０ｐｐｍ以下、好ましくは３０ｐｐｍ以下含む。好ましくは、抗
微生物化合物はイソチアゾリン－３－オン、好ましくは、ＭＩＴ、ＣＭＩＴ、ＯＩＴ、Ｄ
ＣＯＩＴ；ＢＩＴおよびこのＮ－アルキル誘導体、特にＮ－メチル（ＭＢＩＴ）およびＮ
－ｎ－ブチル（ＢＢＩＴ）；並びにこれらの組み合わせである。好ましくは、抗微生物化
合物は、ＭＩＴ、ＣＭＩＴ、ＢＩＴ、ＭＢＩＴ、ＢＢＩＴおよびこれらの組み合わせから
選択され；好ましくは、ＭＩＴ、ＣＭＩＴおよびこれらの組み合わせから選択される。商
業的に重要なある特定の混合物はＭＩＴおよびＣＭＩＴを含み、好ましくはＣＭＩＴ：Ｍ
ＩＴ比は４：１～１：１、好ましくは３．５：１～２．５：１、好ましくは約３：１であ
る。
【００１１】
　好ましくは、樹脂は、液体組成物のグラムあたり０．０１～１グラムの樹脂量で存在し
、好ましくは少なくとも０．０５、好ましくは少なくとも０．１、好ましくは少なくとも
０．１３、好ましくは少なくとも０．１６、好ましくは０．７５以下、好ましくは０．５
以下、好ましくは０．２５以下である。好ましくは、液体組成物は消費者用製品であり、
製品が分配されるときに製品が樹脂を通るように、樹脂は製品容器内の空間内に収容され
る。例えば、製品容器のキャップ内のスクリーンもしくはフィルターの間に、または主た
る製品容器の上方のべつの空間内、すなわち、製品が開口部を通って分配されるその開口
部と主たる製品容器との間に樹脂が捕捉されていることができる。これは製品が塩素化イ
ソチアゾリン－３－オンをはじめとする抗微生物化合物と共に保存されることを可能にし
、一方で、製品使用者に接触しうる分配された製品が、抗微生物化合物を非常に低減され
た量しか有しないことを可能にする。好ましくは、スクリーンまたはフィルターは直径ま
たは最長寸法０．０５ｍｍ～０．２５ｍｍ、好ましくは０．１ｍｍ～０．２５ｍｍ、好ま
しくは０．１ｍｍ～０．２２ｍｍ、好ましくは０．１ｍｍ～０．２ｍｍの開口部を有する
。好ましくは、樹脂は、製品容器内の製品のグラムあたり、０．０１～１グラムの樹脂量
で存在し、好ましくは少なくとも０．０５グラムであり、好ましくは少なくとも０．１グ
ラムであり、好ましくは少なくとも０．１３グラムであり、好ましくは少なくとも０．１
６グラムであり、好ましくは０．７５グラム以下であり、好ましくは０．５グラム以下で
あり、好ましくは０．２５グラム以下である。
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【００１２】
　本発明において処理される液体組成物には、例えば、冷却塔水；鉱物スラリー；排水；
バラスト水；パルプおよび紙加工用流体；エマルション；分散体；塗料；ラテックス；建
築接着剤、例えば、セラミック接着剤、カーペット裏当て接着剤、および積層用接着剤；
産業または消費者用接着剤；写真用化学品；印刷用流体；家庭用製品、例えば、浴室およ
び台所洗浄剤；パーソナルケア製品、例えば、化粧品、洗面用化粧品、シャンプー並びに
液体石けんおよび洗剤；産業用洗浄剤；床磨き剤；洗濯すすぎ水；金属加工用流体；コン
ベア潤滑剤；液圧流体；石油処理流体；燃料；油田用流体、例えば、注入水、破砕用流体
および掘削泥水；並びにプールおよび温泉の水が挙げられうる。好ましくは、本発明の方
法は、パーソナルケア製品、すなわち、直接人または動物の皮膚に適用されることが意図
される製品における抗微生物化合物量を低減させるために使用される。パーソナルケア組
成物において、他の成分には、ＵＶ線吸収剤、界面活性剤、レオロジー改変剤または増粘
剤、香料、湿潤剤、保湿剤、皮膚軟化剤、コンディショニング剤、乳化剤、帯電防止剤、
顔料、染料、毛髪染料、着色剤、酸化防止剤、還元剤および酸化剤が挙げられうる。
【００１３】
　好ましくは、液体組成物は、２５℃で測定される粘度０．００１～１００Ｐａ・ｓ、好
ましくは、０．０１～５０Ｐａ・ｓ、好ましくは、１～１０Ｐａ・ｓを有する。好ましく
は、２５℃で測定される液体組成物のｐＨは３～１０、好ましくは、４．５～８、好まし
くは、５～８、好ましくは、５．５～７．５である。好ましくは、液体組成物は１０℃～
４０℃、好ましくは１５℃～３５℃、好ましくは１８℃～３０℃の温度で樹脂と接触させ
られる。
【００１４】
　好ましくは、樹脂中の架橋剤の量は０．５％～２０％、好ましくは１％～１２％である
。ゲル樹脂は、好ましくは、０．５％～４％の架橋剤量を有する。マクロ多孔質樹脂は、
好ましくは、３％～１４％、好ましくは、５％～１２％の架橋剤量を有する。ある実施形
態においては、樹脂はスチレン系樹脂であり、典型的には８６％～９９．５％のスチレン
モノマーのモノマー残基および０．５％～１４％の架橋剤の残基を含む。好ましくは、樹
脂は実質的に球状のビーズの形態である。
【００１５】
　好ましくは、樹脂はマクロ多孔質樹脂であり、好ましくはマクロレティキュラー（ｍａ
ｃｒｏｒｅｔｉｃｕｌａｒ）樹脂であり、ゲル型樹脂ではない。マクロ多孔質樹脂は２５
ｍ２／ｇ～２００ｍ２／ｇの表面積、および５０Å～５００Åの平均孔直径を有する；好
ましくは、３０ｍ２／ｇ～８０ｍ２／ｇの表面積、および１００Å～３００Åの平均孔直
径を有する樹脂である。好適なマクロ多孔質樹脂には、例えば、アクリル系樹脂、スチレ
ン系樹脂およびこれらの組み合わせが挙げられる。好ましくは、ゲル型樹脂の調和平均粒
子サイズは１００μｍ～２０００μｍ、好ましくは２５０μｍ～９００μｍ、好ましくは
３００μｍ～７５０μｍである。調和平均の計算は当業者に周知なものである。好ましく
は、少なくとも９０体積パーセントの樹脂ビーズは、体積平均粒子直径の０．９～１．１
倍の粒子直径を有する。好ましくは、樹脂は相互侵入高分子網目（ｉｎｔｅｒｐｅｎｅｔ
ｒａｔｉｎｇ　ｐｏｌｙｍｅｒ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を有する。本発明のある実施形態にお
いては、樹脂はスチレンおよび架橋剤の官能化重合単位を含む。好ましくは、架橋剤はジ
エチレン性不飽和であり、例えば、ジビニルベンゼン（ＤＶＢ）である。好ましくは、官
能化樹脂は乾燥基準で１～６ｍｅｑ／ｇの官能性、好ましくは、少なくとも２ｍｅｑ／ｇ
、好ましくは、少なくとも２．５ｍｅｑ／ｇ、好ましくは、少なくとも３ｍｅｑ／ｇの官
能性を有する。ある実施形態においては、官能化樹脂は５ｍｅｑ／ｇ以下の官能性、好ま
しくは４ｍｅｑ／ｇ以下の官能性を有する。好ましくは、樹脂はチオールまたはチオ尿素
官能基、好ましくはチオール基を含有する。樹脂は１種より多い官能基を有することがで
きる。
【００１６】
　好ましくは、ＩＰＢＣは、チオール、チオ尿素もしくはチオアミド官能基を有する架橋
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樹脂、または弱塩基アニオン交換樹脂、例えば、第三級アミン官能化スチレンジビニルベ
ンゼン樹脂と接触させられ、好ましくは、チオールまたは第三級アミン官能基である。好
ましくは、ホルムアルデヒドまたはホルムアルデヒド放出性保存剤は、チオール、チオ尿
素またはチオアミド官能基を有する架橋樹脂と接触させられるか、またはポリエチレンイ
ミンで覆われたシリカゲルビーズと接触させられるか；好ましくは、チオール官能基を有
する樹脂、またはポリエチレンイミンで覆われたシリカゲルビーズと接触させられる。
【００１７】
　好ましくは、樹脂は、樹脂床を形成するように、好ましくは、連続的な液体が樹脂粒子
を通って流れるのを可能にする容器内に閉じこめられる。好ましくは、この容器はカラム
または反応器である。チオール、チオ尿素またはチオアミド官能基を有する樹脂と組み合
わせて、他の樹脂が使用されうる。好ましくは、抗微生物化合物、例えば、イソチアゾリ
ン－３－オンが第１の樹脂のチオール、チオ尿素またはチオアミド官能基と接触するとき
に、典型的に起こるｐＨの低下を制御するために、チオール、チオ尿素またはチオアミド
官能基を有する第１の樹脂と組み合わせて、少なくとも第２の樹脂が使用される。好まし
くは、第２の樹脂は塩基性樹脂であり、より好ましくは、弱塩基イオン交換樹脂である。
好ましくは、第２の樹脂はアミノ官能基、好ましくは第三級アミノ基を有する。第２の樹
脂はゲル型樹脂またはマクロレティキュラー樹脂であることができる。第２の樹脂はアク
リル系樹脂またはスチレン系樹脂であり得る。第１および第２の樹脂は混合されてよく、
またはいずれかの順で複数層に分けられていてよい。本発明のある実施形態においては、
第１の樹脂は、液体組成物の処理中にまず最初に液体組成物と遭遇する。好ましくは、第
１の樹脂は全樹脂重量の少なくとも５０％、好ましくは少なくとも６０％、好ましくは少
なくとも７０％、好ましくは少なくとも８０％、好ましくは少なくとも９０％である。好
ましくは、第２の樹脂は全樹脂重量の少なくとも１０％、好ましくは少なくとも２０％、
好ましくは少なくとも３０％である。好ましくは、樹脂床における液体組成物中の微生物
の増殖を妨げるために、第１の樹脂と組み合わせて、抗微生物活性を有する樹脂が使用さ
れる。抗微生物活性を有する樹脂には、例えば、ポリラクタム粉体（米国特許第６，４６
４、８８７号）、活性炭、銀イオンを含むアニオン交換樹脂（米国特許第４，０７６，６
２２号および第７，３０６，７７７号）、ポリヨウ化物樹脂（米国特許第６，６８０，０
５０号）、並びにガラス質抗微生物剤（米国特許第７，５１４，０９３）が挙げられる。
【実施例】
【００１８】
　実施例１：バルクでの速度論検討
　樹脂ビーズ（３．２０ｍｅｑ／ｇチオール官能基を有するマクロ多孔質スチレンコポリ
マー、１．１ｇ／ｍＬ湿潤、０．５ｇ乾燥重量）を、３：１＝ＣＭＩＴ：ＭＩＴ混合物３
０ｐｐｍの水溶液５０ｍＬに分散させ、残留するイソチアゾリン－３－オン濃度の測定が
いくつかの時点で行われ、残っている元のものの量のパーセンテージが計算された。結果
は以下の表１に示される。チオール官能基によるイソチアゾリン－３－オンの化学的分解
によるＨ＋の生成のために、溶液のｐＨは試験中に変化して最終値３～３．５になった。
【００１９】
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【表１】

【００２０】
　実施例２：動的流れ検討
　以下に示されるように、実施例１で使用された樹脂５ｍＬまたは１０ｍＬを１０ｍＬの
シリンジに充填した。水中３：１＝ＣＭＩＴ：ＭＩＴ混合物２２．５ｐｐｍの３ｍＬの第
１の流れをシリンジ内の樹脂床に通した。第１のと同じ組成の第２の流れを同じシリンジ
に通した。２つの流出物中のイソチアゾリン－３－オン濃度を測定した。結果は以下の表
２に示される。
【００２１】

【表２】

ｎｄ＝検出されず
【００２２】
　実施例３：動的流れ検討
　１０ｍＬの樹脂、それぞれ３ｍＬの１５回の連続した流れを用いて、実施例２に記載さ
れた検討が繰り返された。結果は以下の表３に示される。
【００２３】
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【表３】

【００２４】
　実施例４：ｐＨ制御を伴う流れ検討
　樹脂床の８０％が実施例１において使用された樹脂（Ｒ１）であり、樹脂床の２０％が
架橋アクリル系ゲル型弱塩基樹脂（第三級アミン官能基）（Ｒ２）であった組み合わせ樹
脂床１０ｍＬを１０ｍＬのシリンジに充填した。この組み合わせの樹脂床を通る殺生物剤
溶液が最初にＲ１に接触して、次にＲ２に接触するように、このシリンジにおいては、Ｒ
１とＲ２とが別々に充填された。水中３：１＝ＣＭＩＴ：ＭＩＴ混合物１７ｐｐｍのそれ
ぞれ３ｍＬの１８回の連続した流れをこの樹脂床に通した。流出物中のイソチアゾリン－
３－オン濃度およびそのｐＨが測定された。結果は以下の表４に示される。
【００２５】
【表４】
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【００２６】
　実施例５：シャンプーを用いたｐＨ制御を伴う流れ検討
　表に記載されるような異なる比率で実施例４に記載される樹脂１０ｍＬを充填したシリ
ンジに、１５ｐｐｍの３：１＝ＣＭＩＴ：ＭＩＴ混合物を含むシャンプーを下向きに通し
た。流出物中のイソチアゾリン－３－オンの濃度およびそのｐＨを測定した。結果は以下
の表５に示される。このシャンプーはそれぞれの場合において気泡のために白色であった
。第２および第３の検討においては粘度が低下した。
【００２７】
【表５】

【００２８】
　実施例６：非イソチアゾロン樹脂を使用するバルクでの速度論検討
　示された殺生物剤の水溶液中に示されたタイプの樹脂ビーズが分散された（ＩＰＢＣを
溶解するためにプロピレングリコールが添加された）。実施例１からの樹脂１および２種
類の追加の樹脂が、殺生物剤溶液１０ｍＬに対して２ｇの樹脂の割合で試験され、残って
いる殺生物剤濃度の測定がいくつかの時点で行われた。殺生物剤Ａ、ＢおよびＤの量は全
ホルムアルデヒドを分析することにより得られた。殺生物剤ＢおよびＤについては、遊離
ホルムアルデヒドまたは残っている殺生物剤Ａ、ＢもしくはＤのいずれかを検出する条件
下で、生じる全ての遊離のホルムアルデヒド（遊離ホルムアルデヒドおよび残っているホ
ルムアルデヒド放出剤の双方を含む）が計算されて、殺生物剤ＢおよびＤの濃度に戻され
る。結果は以下の表に示される。
【００２９】

【表６】

【００３０】
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【表７】

【００３１】
殺生物剤Ａはホルムアルデヒドであり；殺生物剤Ｂは１－（３－クロロアリル）－３，５
，７－トリアザ－アゾニアアダマンタンであり；殺生物剤Ｃは３－ヨードプロピニルブチ
ルカルバマート（ＩＰＢＣ）であり；殺生物剤Ｄは１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－
５，５－ジメチル－２，４－ジオキソイミダゾリジンである。殺生物剤ＢおよびＤはホル
ムアルデヒド放出剤である。樹脂１は、３．２０ｍｅｑ／ｇチオール官能基を有するマク
ロ多孔質スチレン系コポリマーであり；樹脂３は弱塩基アニオン交換樹脂（第三級アミン
官能化スチレンジビニルベンゼン樹脂）であり；樹脂４はポリエチレンイミン官能化シリ
カゲルビーズ（ＡＬＤＲＩＣＨ＃２４６７４－３）である。
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